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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

第１ 中期目標の期間  

平成２４年４月１日から平成 

２８年３月３１日までの４年間と

する。 

 

第２ 住民に提供するサービスそ

の他の業務の質の向上に関する事

項 

 

県・市病院機構は、将来にわたり

さらに「安心、信頼、高度」の医療

を安定的に提供していくとともに、

「保健、医療、福祉」の地域連携を

推進し、地域の医療機関等との連携

を積極的に進めるため、日本海総合

病院及び酒田医療センターを運営

すること。 

このため、運営する両病院は、次

の表に掲げる基本的機能を担うと

ともに、庄内地域における中核的な

医療機関としての役割を引き続き

発揮していく必要がある。 

また、医療圏内における医療提供

体制の充実・強化を図るため、地域

の医療機関等との機能分担及び医

療・介護・福祉との連携を推進する

とともに、新たな再編ネットワーク

化等が必要とされる場合において

は、設立団体と協議を行いながら検

討を進めるものとする。 

 

《表省略》 

 

 

 

 

 

 

第１ 中期計画の期間 

中期計画の期間は、平成２４年４月１日から平成２８年３

月３１日までの４年間とする。 

 

 

第２ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の

向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 日本海総合病院、日本海総合病院酒田医療センターの医

療機能 

日本海総合病院及び日本海総合病院酒田医療センター（以

下「酒田医療センター」という。）は、第２期の中期計画期

間において、次の表に掲げる医療機能を担う。なお、酒田医

療センターにおいては、平成２４年度中に施設整備が完了し

た後の医療機能とする。 

（１）日本海総合病院の医療機能 

 

《表省略》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ 中期目標の期間 

平成２４年４月１日から平成２８年３月３１日までの４年間を第２期中期計画期間とし、この間、

毎年度、年度別事業計画を策定し計画に沿って病院運営を行った。 

 

 

 

 

１ 日本海総合病院、日本海総合病院酒田医療センターの医療機能 

 

 

（１）日本海総合病院の医療機能 

○庄内地域の中核的な医療機関として、急性期医療や高度・専門医療等の提供に努めた。 

○平成２６年９月に、病理診断科を新規に標榜し２６診療科とした。 

○平成２６年１０月に、入院患者の動向とより効果的な治療体制を考慮し、病棟再編を実施した。 

○平成２７年４月に、緩和ケア内科を新規に標榜し２７診療科とした。 

【表１－１ 日本海総合病院の医療機能 平成28年3月31日現在】 

許可病床数 ６４６床 

診 療 科 

 

（２７科） 

内科、循環器内科、消化器内科、内視鏡内科、精神科、神経内科、小

児科、緩和ケア内科、外科、乳腺外科、小児外科、心臓血管外科、呼

吸器外科、脳神経外科、整形外科、形成外科、リハビリテーション科、

皮膚科、産婦人科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、歯科口

腔外科、麻酔科、救急科、病理診断科 

病 床 の 種 別 一般病床  

併設診療機能 救命救急センター、屋上ヘリポート 

特殊診療機能 

ＩＣＵ（集中治療室）、ＨＣＵ（準集中治療室） 

未熟児室 

感染症病床 

放射線治療 

外来がん化学療法 

セカンドオピニオン外来 

人工透析 

地域医療室（地域連携・在宅療養支援など） 

救急外来機能 診療科全般 

そ の 他 病院間移動用ワゴン車、院内保育所 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田医療センターの増改築工事

が、平成２５年３月までの予定で実

施されるが、日本海総合病院も含め

て、将来の医療需要や医療環境の変

化等にも的確に対応できる柔軟な

施設整備に配慮するとともに、県・

市病院機構の運営により建設費の

償還が可能となるよう、建設及び維

持管理コストについても十分考慮

していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日本海総合病院酒田医療センターの医療機能(施設整

備完成時) 

  

《表省略》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）施設整備 

酒田医療センターにおける医療機能を実施するため、所要

の施設整備を行う。 

・建設費の償還について十分可能となるよう、建設及び維持

管理コストについても留意する。 

・建設に当たっては、騒音等周囲の環境に影響がでないよう、

住民への周知等に配慮する。 

 

《表省略》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日本海総合病院酒田医療センターの医療機能(施設整備完成時) 

○新たに回復期病棟１病棟の体制を整備し、平成２６年４月に、計画していた療養病棟（３５床）、

回復期病棟（７９床）でフルオープンし、療養及び回復期医療の一層の充実に努めた。 

○平成２５年６月から、通所リハビリテーション（デイケア）の運用を開始した。 

○理学療法士等を増員し、リハビリテーションの充実を図り患者のＱＯＬの維持・向上に努めた。 

【表１－２ 酒田医療センターの医療機能 平成28年3月31日現在】 

許可病床数 １１４床 

診 療 科 

（２科） 
内科、リハビリテーション科 

病 床 の 種 別 療養病床 

特殊診療機能 
地域医療室（地域連携・在宅療養支援など） 

通所リハビリテーション（デイケア） 

そ の 他 病院間移動用ワゴン車 

 

 

（３）施設整備 

【表２－１ 日本海総合病院の施設整備状況 平成28年3月31日現在】 

事業費 設備更新工事      ３００，５８６千円 

       感染症室設置工事     ２８，８７５千円 

       単身医師用宿舎新築工事 ２８５，０９３千円 

       ハイブリッド手術室改修  ６９，３００千円 

項 目 整備概要 

設備更新工事 

吸収式冷温水発生器(２基)、空調機ユニット(１７基)、冷却塔(５基)、 

空調自動制御装置(５ライン)、大型送排風機(３基)、医療ガス吸引ポ

ンプ(２基)、無停電電源装置(１基)、直流電源装置蓄電池(１０８個) 

感染症室設置工事 

３階南病棟に２室２床を設置 

床面積：１８．４㎡、２０．０㎡（前室等は含まず） 

主機能：陰圧と陽圧の切替可能、扉のインターロック（前室、病室） 

単身医師用宿舎 

新築工事 

病院敷地内（あきほ保育園北側）新築 

鉄筋コンクリート造３階建（３０戸） 

床面積：１，７６９．４９㎡ 

ハイブリッド手術

室改修 

既存手術室及び外周廊下等の一部を改修。Ｘ線防護内蔵型クリーンパ

ネル、床面積：６６．８３㎡（手術室５４．５０㎡、機械室及び操作

室１２．３３㎡） 

○今後、３０年にわたり現在の建物を使用することを前提にして、将来の大規模修繕を見据えた建物

総合診断を行い、中長期修繕計画を策定した。 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

 

 

 

 

 

 

 

１ 高度専門医療・回復期医療の提

供及び医療水準の向上 

（１）高度専門医療・回復期医療等

の充実・強化 

日本海総合病院は、庄内地域の中

核的な医療機関として、急性期医療

や高度・専門医療等の提供に努める

こと。 

また、酒田医療センターは、療養

型医療サービスの提供を充実させ

るとともに、介護・福祉施設等との

連携強化に努めること。 

 

①診療体制の充実 

制度改正、医療施策の将来動向

や、今後の医療需要の変化及び新た

な医療課題に適切に対応していく

ため、患者動向や医療ニーズの変化

に即した診療部門の充実及び見直

しを行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 高度専門医療・回復期医療の提供及び医療水準の向上 

（１）高度専門医療・回復期医療等の充実・強化 

 

①診療体制の充実 

医療需要の質的・量的変化、医療制度の改正、また、新た

な医療課題に適切に対応するため、次のとおり診療部門の充

実及び見直しを行う。 

 

ａ）救急医療(日本海総合病院) 

・救命救急センターにおける専門医の育成等の機能強化・充    

  実 

・酒田地区広域行政組合の酒田救急ワークステーションとの

連携強化、ドクターカーの検討 

・地元医師会等との連携による平日夜間救急診療体制の維

持、強化 

・山形県ドクターヘリの運航開始に伴う、受け入れ態勢等の

整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表２－２ 酒田医療センターの施設整備状況 平成28年3月31日現在】 

事業費 増改修工事    ２，０１２，１５３千円 

項 目 整備概要 

Ａ棟（東棟改修） ７０床（２病棟）、機能訓練室 

Ｂ棟（病棟増築） ４４床、通所リハビリテーション施設、給食施設 

エントランス棟 Ａ棟とＢ棟をつなぐ入口部分 

 

２ 高度専門医療・回復期医療の提供及び医療水準の向上 

（１）高度専門医療・回復期医療の充実・強化 

①診療体制の充実 

ａ）救急医療（日本海総合病院） 

○救命救急センターの機能充実を図るため、新たな救急専門医の育成に取組み、平成２６年度と平成

２７年度に救急専門医をそれぞれ１名ずつ育成した。 

○酒田地区広域事務組合の「酒田救急ワークステーション」との連携強化に努め、ドクターカー配備

の検討のため、医師及び看護師が救急車に同乗し出動した。 

○一般社団法人酒田地区医師会十全堂（以下「酒田地区医師会」という。）の協力及び酒田市からの財

政支援のもと、小児を含む平日夜間救急診療体制を維持した。 

○平成２４年１１月から運行開始した「山形県ドクターヘリ」の受入れ態勢の整備を行い、救急搬送

患者の受入れ等を行った。 

【表３－１ 手術件数】                      単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

手術件数 ６，０７９ ６，２１０ ６，０２７ ６，１５２ 

うち全身麻酔 ２，９３９ ３，１１７ ３，１４２ ３，３３９ 

【表３－２ 救急車同乗・出動件数】                単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

同乗・出動件数 ３ ５ ４ ２ 

【表３－３ 救命救急センター受診状況】              単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ患者数 ２３，９７９ ２４，６５３ ２４，０１２ ２５，０３９ 

酒田地区医師会 

診 療 支 援 

小児（延べ） （７４３） （６３９） （５８１） （６２４） 

成人（延べ） (１，７１５) (１，５８２) （１，２８０） （１，２５０） 

※（  ）内は、「延べ患者数」の内数である。 

【表３－４ ドクターヘリによる患者受入搬送件数（訓練を除く）】   単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

受 入   １  １４  １２ １７ 

搬 送   ２   ６   ４  ３ 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ）がん医療(日本海総合病院) 

・地域がん診療連携拠点病院としての機能充実 

・ＰＥＴ-ＣＴの運用開始(平成２４年６月頃)によるがん治

療の強化 

・手術、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治

療の実施 

・緩和ケア医療の充実 

・セカンドオピニオン外来の充実 

・院内がん登録機能、相談支援体制の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ）がん医療（日本海総合病院） 

○平成２４年６月にＰＥＴ／ＣＴを稼働させ、がん診療の強化に取り組んだ。 

○患者の状態及びＱＯＬを考慮し、手術、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせて治療を行

った。 

○緩和ケア研修を終了した医師と緩和ケア認定看護師による緩和ケア外来の実施及びチームによる病

棟回診を積極的に行い、緩和ケア医療の充実に取り組んだ。 

また、さらに機能の充実を図るため、平成２７年４月に緩和ケア内科を標榜した。 

○セカンドオピニオン外来の充実のため、専門医及びがん相談員又は緩和ケア認定看護師の資格を持

つ看護師が相談を行った。 

○地域がん診療連携拠点病院として、院内がん登録だけでなく、地域がん登録も行った。また、様々

な相談に対応できるよう、研修を終了した「がん相談員」を５名体制（看護師２名、社会福祉士３

名）とし、患者支援体制の充実を図った。 

○平成２７年９月からがん患者リハビリテーションを開始した。 

【表４－１ ＰＥＴ/ＣＴ検査（検診）件数】         単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

検査件数 ４４２ ８１１ ８１９ ９７５ 

(うち検診件数) （２２） （１８６） （１１２） （１４８） 

【表４－２ がん手術、放射線療法、外来化学療法の件数】  単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

がん手術 １，１２３ １，１１７ １，０６８ １，１１７ 

放射線療法 ７，７９３ ７，９２８ ６，７２６ ７，９５９ 

外来化学療法 ３，０９２ ４，９２２ ３，７３９ ４，３３７ 

※「外来化学療法」の件数は、延べ実施件数である。 

【表４－３ 病棟回診延べ患者数、緩和ケア外来患者数】   単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

病棟回診 ３６７ ４４９ ４５７ ４４１ 

緩和ケア外来 １０５ １６８ １０１ １６８ 

【表４－４ セカンドオピニオンの件数】          単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

セカンドオピニ

オン件数 

４ 

（がん３） 

１１ 

（がん１０） 

７ 

（がん７） 

１１ 

（がん７） 

※（ ）は内数である。 
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ｃ）脳卒中・急性心筋梗塞(日本海総合病院、酒田医療セン

ター) 

・救命救急センターと関係各科、リハビリテーション部門と

の連携強化 

・ＣＴ、ＭＲＩ検査の２４時間対応 

・日本海総合病院における急性期リハビリテーションの充実

及び酒田医療センターにおける回復期リハビリテーショ

ンとの連携強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表４－５ がん登録件数】                単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

院内がん登録 １，６８４ １，７０５ １，５８９ １，３７９ 

地域がん登録 １，６５３ １，６８０ １，５４９ １，３８９ 

【表４－６ がん相談件数】                単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

がん相談件数 ８１８ １，２０４  ９６３ １，０４１ 

 

ｃ）脳卒中・急性心筋梗塞（日本海総合病院、酒田医療センター） 

○患者の社会復帰に資するため、救命救急センターと関係する各診療科、リハビリテーション部門と

の連携強化を図り、急性心筋梗塞に対し、医師、看護師、コメディカルスタッフが連携し「Door to 

balloon time」を実践した。 

○専門的医療やＣＴ、ＭＲＩ検査の２４時間対応を継続した。 

○マルチスライス３２０列ＣＴ装置、１．５テスラ超電導ＭＲＩ装置を更新した。 

○日本海総合病院は急性期リハビリテーションの充実を図り、酒田医療センターと回復期リハビリテ

ーションとの連携強化を図った。 

○患者の早期回復を図るため、平成２６年４月から日本海総合病院において休日の心大血管リハビリ

テーションを開始した。 

【表５－１ 脳梗塞、くも膜下出血、脳動脈瘤、脳内出血で実施した件数】単位：件 

機器 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

ＣＴ １，０１５ ９３４    ７３０ ７２５ 

ＭＲＩ ８１９ ９２９    ８４４ ８７７ 

【表５－２ 心筋梗塞、狭心症で実施した件数】           単位：件 

機器 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

ＣＴ ２５５ ２６５    ３３１ ３２８ 

ＭＲＩ ４０ ３１     １８  ２５ 

【表５－３ 心大血管疾患リハビリテーション料Ⅰ実施数】 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

日本海総合病院 
４２２名 

９，１９６回 

５３４名 

１２，４５３回 

６８９名 

１７，５５６回 

６９８名 

１６，７７０回 
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ｄ）糖尿病(日本海総合病院) 

・チーム医療による食事療法、運動療法、薬物療法等を組み

合わせた教育入院等の集中的治療の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表５－４ 脳血管疾患リハビリテーション料Ⅰ実施数】 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

日本海総合病院 
１，３０３名 

４４，１１８回 

１，４００名 

４３，９５６回 

１，４９２名 

４９，０３４回 

１，１４６名 

４８，７２６回 

酒田医療センター 
２４３名 

４０，９６３回 

２６９名 

４８，７６１回 

３７５名 

６６，１７５回 

３２３名 

８５，８２３回 

【表５－５ 休日の心臓血管リハビリテーション実施件数等】 

Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ患者数 回数 日数 延べ患者数 回数 日数 

１，３４１名 １，５７１回  １２１日 １，４０７名 １，５４２回 １２３日 

※理学療法士と病棟看護師が実施した数の合計 

 

ｄ）糖尿病（日本海総合病院） 

○チーム医療による食事療法、運動療法、薬物療法等を組み合わせた教育入院等の治療を行った。 

○医師、看護師、薬剤師及び管理栄養士のチームによる、糖尿病教室を開催した。 

○看護師と栄養管理士が共同で、生活指導や食事指導等の糖尿病透析予防指導を行った。 

【表６－１ 教育入院患者数】            単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

教育入院患者数 ８３ ５２ ６５ ６６ 

【表６－２ 個別栄養指導件数】           単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

入 院 ２３９ ２５２ ３００ ２９８ 

外 来 ３３６ ３２７ ４００ ３９６ 

合計 ５７５ ５７９ ７００ ６９４ 

【表６－３ 糖尿病教室の開催状況】 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

開催回数 １２回 １４回 １６回 １９回 

参加人数 ４５名 ４４名 ５５名 ６５名 

【表６－４ 糖尿病透析予防指導の実患者数、指導回数】 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 ２名 ２５名 ３０名 １４名 

指導回数 ５回 ５５回 ７３回 ３２回 
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ｅ）回復期リハビリテーション(酒田医療センター) 

・回復期リハビリテーション機能の充実 

・通所リハビリテーションの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ）回復期リハビリテーション（酒田医療センター） 

○第２期中期目標期間中、理学療法士１０名、作業療法士７名及び言語聴覚士４名を新たに採用し、

２９名の人員体制として、回復期リハビリテーションの充実・強化を図った。 

○平成２５年１０月から、回復期リハビリテーション入院基本料２の算定を開始した。 

○より効率的なリハビリテーションを行うため、ドライブシミュレーションシステム（運転機能評価

システム）を導入した。（平成２５年度） 

○平成２７年５月から、休日リハビリテーションを開始した。 

○平成２５年６月から、通所リハビリテーション（デイケア）を開始するとともに、利用者の拡大を

図った。 

【表７－１ リハビリテーション科の延べ患者数】      単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

入 院 １１，３６６ １１，７７６ ２３，２５６ ２４，５８８ 

外 来   ２８４   ３９２     ５３４   ５５９ 

【表７－２ リハビリテーションの実施状況】 

 

 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

外来リハビリ

テーション 

９名 

 ２９９回 

１８名 

４９８回 

１３名 

４３３回 

２０名 

６２７回 

通所リハビリ

テーション 
 

２０名 

１，０４０回   

２２名 

１，６５１回   

２９名 

１，７５２回 

  ※「通所リハビリテーション」の「回数（単位数）」は、利用者の通所回数である。 
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ｆ）在宅医療支援及び療養支援(日本海総合病院・酒田医療

センター) 

・地域の介護機関・福祉機関・医療機関との連携を強化する

ための窓口・相談機能の充実 

・かかりつけ医と連携した急性増悪に対する入院受け入れや

定期的に必要な検査、処置の実施などの在宅患者や介護・

福祉機関の患者に対する医療支援 

・社団法人酒田地区医師会十全堂訪問看護ステーション ス

ワン の酒田医療センター内への設置による地域連携の強

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｆ）在宅医療支援及び療養支援 

○日本海総合病院では、医事課医療連携室から事務室を移転し、地域医療室と同室にすることで、業

務の効率化と相談機能の充実を図り、地域医療室及び医療連携室の看護師７名又は社会福祉士３名

が、地域の介護・福祉・医療機関及び患者との退院調整業務を行った。 

○酒田医療センターでは、看護師２名体制で退院調整及び入院前面談を行った。 

○在宅患者及び介護・福祉施設の入所者に対して、かかりつけ医及び介護支援専門員・福祉施設職員

と連携して医療支援を行った。 

○酒田地区医師会の訪問看護ステーション「スワン」を酒田医療センター内に継続して設置した。 

【表８－１ 退院調整件数（日本海総合病院）】       単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

他 病 院 ８７５ ９５３ ９８４ ８９３ 

在   宅 ５２２ ４９２ ４１６ ４５０ 

介護老人保健施設 ７０ ８４ ９８ １０１ 

介護老人福祉施設 １５４ １１０ １１８ ９２ 

ショートステイ ８９ １０１ ８２ ７５ 

有料老人ホーム １１５ １３０ １１２ １５１ 

そ の 他 ８１ ６１ ６９ ６２ 

合 計 １，９０６ １，９３１ １，８７９ １，８２４ 

【表８－２ 退院調整件数（酒田医療センター）】      単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

他 病 院 ２８ ３３ ３８ ３９ 

在   宅 １７７ ２３１ ３２４ ３０９ 

介護老人保健施設 ３９ ４１ ２４ ２２ 

介護老人福祉施設 ５ １ ３ ４ 

ショートステイ １１ ８ １０ １８ 

有料老人ホーム ２１ １２ １３ ２０ 

そ の 他 ８ ４ ２ １ 

合 計 ２８９ ３３０ ４１４ ４１３ 

【表８－３ 入院前面談件数（酒田医療センター）】     単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

入院前面談件数 ３９７ ４９６ ５３５ ４３４ 

うち入院患者数 ３７７ ４７１ ５０６ ４０８ 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

②高度医療機器の計画的な更新・整

備 

県・市病院機構に求められる高度

専門医療等を継続的に提供できる

よう、計画的な医療機器の更新・整

備を進めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③災害時や健康危機における医療

協力 

災害時には、災害拠点病院として

患者を受け入れるとともに、県の要

請等に基づき、ＤＭＡＴや医療救護

班等を現地に派遣して医療支援活

動を実施すること。  

特に、災害拠点病院としての機能

を十分発揮できるよう緊急時にお

ける連絡体制の確保、非常用自家発

電等の燃料及び医療物資（医薬品、

診療材料、給食材料など）の備蓄や

優先納入体制の整備など災害時医

療体制の充実強化を図ること。 

また、新型インフルエンザ等を含

む新たな感染症の発生など、地域住

民の生命、健康の安全を脅かす健康

危機事象が発生したときは、関係機

関と密接に連携しながら迅速な対

応に努め、庄内地域の中心的役割を

担うこと。 

②高度医療機器の計画的な更新・整備 

・高度専門医療等の充実のため、中期計画期間中における医

療機器の更新・整備計画を策定し、高度医療機器の計画的

な更新・整備を行う。 

・中期計画期間中は、新たにＰＥＴ-ＣＴの運用開始や地域

医療の向上に寄与する高度先端医療機器の導入や関連大

学との共同使用の検討等を行う。 

・高度医療機器の更新・整備に当たっては、稼働率や収支の

予測を十分に行った上で進めるとともに、中期計画期間中

及び将来の収支計画に配慮した上で、必要に応じリース契

約の活用も検討する。 

 

 

 

 

 

 

③災害時や健康危機における医療協力 

・災害時には、災害拠点病院として患者を受け入れるととも

に、県の要請に基づき、又は自ら必要と認めたときは、Ｄ

ＭＡＴ（災害派遣災害チーム）等、医療スタッフを現地に

派遣して医療救護活動を実施する。  

・災害発生時に備え、地域の医療機関、医師会、自治体等が

参加する災害医療訓練を年１回実施するとともに、地域の

医療従事者を対象とした災害医療研修を実施する。 

・災害発生時に備え、小型非常用発電装置、医薬品、診療材

料、飲料水などの配備・備蓄を行う。 

・水害、津波災害に備えて、非常用発電装置の浸水防止工事

を実施する。 

・非常用発電機の燃料や医薬品等の優先納入体制の整備を図

る。 

・日本海総合病院においては、新型インフルエンザなどの新

たな感染症など地域の健康危機事象に山形県と連携して

所要の責務を担うとともに、その受け入れ等の体制を整備

する。 

 

 

 

②高度医療機器の計画的な更新・整備 

○高度専門医療等の充実のため、高度医療機器の更新・整備を行った。 

【表９ 主な高度医療機器の更新・整備状況】 

 新規・増設 更新 

Ｈ２４ ＰＥＴ／ＣＴ装置 マルチスライス３２０列ＣＴ装置 

医療画像情報システム 

泌尿器検査用Ｘ線ＴＶ装置 

Ｈ２５ ハイブリッド手術システム 

耳鼻科内視鏡システム 

電子カルテシステム 

４Ｄ超音波診断装置 

Ｈ２６ 注射薬自動払出装置 

３次元立体画像診断治療システム 

１.５テスラ超電導ＭＲＩ装置 

パノラマ撮影装置 

Ｈ２７ 採血採尿受付システム 

心臓超音波診断装置 

循環器系Ｘ線診断装置 

内視鏡システム 

デジタルＸ線ＴＶシステム 

 

 

③災害時や健康危機における医療協力 

○災害発生によるＤＭＡＴや医療救護班への災害派遣要請及び医療救護活動の実施を要する事案等は

なかった。 

○山形県の補助事業を活用し、平成２７年２月、ＤＭＡＴ救急車を配備した。 

○日本海総合病院のＤＭＡＴ等は、他の機関が実施した災害医療訓練又は研修に参加し、研修にイン

ストラクターを派遣した。 

○災害対策委員会が中心となって、日本海総合病院全職員、委託業者及び地域の医療従事者を対象に、

災害医療研修会を実施した。 

○災害発生時に備え、衛星携帯電話をはじめ、災害医療対策用機器等の整備及び職員用の食料等を備

蓄した。 

○平成２７年１０月、株式会社伊藤園と「災害時における飲料水等の供給に関する協定書」を締結し、

日本海総合病院に、地域貢献型自動販売機（災害救援型）を２台設置した。 

○非常用発電装置の浸水防止工事については、山形県が公表した「津波浸水域予測図」及び酒田市が

策定した「津波ハザードマップ」を参考に、その必要性について検討した結果、津波の影響は極め

て少ないと判断したため見送ることとした。 

○災害時においても優先納入できることを条件として物件納入契約を締結し、優先納入体制の整備を

図った。 

○新型インフルエンザ等対策特別措置法に規定する県の指定地方公共機関として、「新型インフルエン

ザ等発生時における診療継続計画」を策定した。（平成２６年度） 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④政策医療の実施 

救急医療や災害医療のほか、感染

症対策など、政策医療の実施機関と

して、関係機関と連携しながら中心

的役割を担うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④政策医療の実施 

・がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病・小児医療・周産期

医療などの高度専門医療についても、「山形県保健医療計

画」等との整合性を図りながら、民間の医療機関では導入

が困難な技術、先進的な技術を先駆けて導入するなど、地

域の中核的医療機関としての役割を果たしていく。 

・日本海総合病院においては、第二種感染症指定医療機関と

して、所要の責務を担うとともに、速やかな感染症患者の

受け入れ体制を整備する。 

・日本海総合病院においては、認知症疾患医療センターを運

営し、認知症疾患患者の専門医療相談、鑑別診断等につい

て継続して実施していく。 

 

【表１０－１ ＤＭＡＴ等の訓練・研修参加状況】 

 訓練・研修参加回数 参加人数 

Ｈ２４ 
東北ＤＭＡＴ技能維持研修 

酒田市防災訓練 など            １２回 

 

４２名 

Ｈ２５ 
東北ＤＭＡＴ技能維持研修 

日赤山形県支部机上訓練 など         ９回 

 

４７名 

Ｈ２６ 
日本ＤＭＡＴ隊員養成研修 

山形県災害時医療救護訓練 など        ９回 

 

４５名 

Ｈ２７ 
山形県災害時医療救護訓練 

東北ＤＭＡＴ技能維持研修 など        ６回 

 

４６名 

【表１０－２ インストラクター派遣状況】 

 訓練・研修参加回数 派遣人数 

Ｈ２５ 東北ＤＭＡＴロジスティックス研修など    ２回  ７名 

Ｈ２６ 日本ＤＭＡＴ隊員養成研修 など       ７回 １１名 

Ｈ２７ 東北ＤＭＡＴ技能維持研修 など       ４回  ８名 

【表１０－３ 災害医療研修実施状況】 

 訓練・研修参加回数 参加人数 

Ｈ２４ 「災害医療におけるトリアージ」など      ６回 ７２９名 

Ｈ２５ 「災害基礎とトリアージ」など         ６回 ５８７名 

Ｈ２６ 「災害医療の基礎とトリアージ」など      ６回 ６９４名 

Ｈ２７ 「模擬患者を使ったトリアージ」など      ５回 ７７９名 

 

 

④政策医療の実施 

○ハイブリッド手術室の整備を行い平成２５年８月から稼働した。 

○山形大学等、関係機関の協力のもと、平成２７年３月から「経皮的大動脈弁留置術」を導入し、患

者の身体的負担の少ない先進医療を実施した。 

○日本海総合病院内コーディネーター及び関係部門が参加し、脳死下臓器提供を想定した訓練を実施

した。また、平成２８年２月には、日本臓器移植ネットワークと連携し、心停止下での臓器提供を

実施した。 

○日本海総合病院は、第二種感染症指定医療機関として感染症患者の受け入れ態勢を整備するため、

感染症病床について２人床１室を１人床２室に移転改装を行った。（平成２４年度） 

○日本海総合病院では「認知症疾患医療センター」を運営し引き続き認知症疾患患者の専門医療相談、

鑑別診断等を行った。 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

 

 

 

 

 

（２）医療スタッフの確保及び資質

向上 

①医療人材の確保・育成 

高度専門医療等の安定的な提供

を図るため、医師、薬剤師、看護師

に加え、診療放射線技師、臨床検査

技師などの医療従事スタッフの確

保に努めること。特に、臨床研修医

及びレジデント（専門分野の研修医

をいう。）の受入れに努めること。 

また、各職種の専門性の向上を図

るため教育・研修体制の充実を図る

とともに、職員の各職務に関連する

専門資格の取得など、自己研鑽・研

究をサポートする仕組みづくりを

進めること。 

さらに、医療スタッフの確保を図

るうえで、働きやすい環境づくりに

努め、職員にとって魅力ある病院を

めざすこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）医療スタッフの確保及び資質向上 

 

①医療人材の確保・育成 

・高度専門医療等の水準を維持・向上させるため、大学等関

係機関との連携の強化や教育研修の充実により、優秀な医

師の確保、育成に努める。 

・臨床研修医及びレジデント（専門分野の研修医をいう。）

の受入れ拡大に努めるため、教育研修体制の充実を図ると

ともにレジデントハウスの建築等について検討、実施を行

う。 

・看護職の専門性の向上を図るため、認定看護師・専門看護

師の資格取得を促進する。 

・薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師等の技術職につい

て、研修等を充実し、専門技能の向上を図る。 

・看護師や薬剤師、技師等が、がんや心疾患、糖尿病等に対

するチーム医療の実施において、医師とともにメディカル

スタッフの一員として、その役割を果たせるよう、必要に

応じ体制整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表１１ 認知症疾患医療センター相談件数】        単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

新規相談件数 ７８９ ７３３ ７４１ ５９１ 

継続相談件数 ２８６ ４１６ ３５５ ３２１ 

 

（２）医療スタッフの確保及び資質向上 

①医療人材の確保・育成 

○山形大学との臨床実習協定によりスチューデントドクターを受入れ、医学生の教育及び医師育成の

一翼を担うとともに、臨床研修医、レジデント等の受入れ拡大に努めた。 

○平成２５年７月に、レジデントハウス（単身医師用宿舎）を新築し、教育研修体制の充実及び研修

環境の向上を図った。 

○新たに５名の看護師が、「緩和ケア認定看護師」「感染管理認定看護師」「脳卒中リハビリテーション

認定看護師」「慢性心不全看護認定看護師」「手術看護認定看護師」の資格を取得した。 

○医療技術職員について、職場内研修のほか、外部研修にも積極的に参加させ専門技能の向上に努め

た。 

○がん診療サポートチーム、栄養サポートチーム、呼吸サポートチーム、感染制御チーム及び褥瘡対

策チームに加え、新たにハートチームを立ち上げ、他職種による医療提供を行った。 

○地域医療に貢献する優秀な看護師又は助産師を確保するため、修学資金の貸与制度を創設し、平成

２６年度から貸与を行った。貸与終了者のうち１名は、平成２７年４月に当法人に就職した。 

【表１２－１ 臨床研修医等の年間受入れ人数】      単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

臨床研修医 ２１ ２０ ２８ ２９ 

レジデント １６ ２３ ２８ ２２ 

スチューデントドクター １９ ３８ ５１ ８７ 

臨床医学修練生  １   ２   ０  ２ 

地域医療実習生  ４   ４   ５  ４ 

都道府県拠点病院実習生  ０  ０  ０  １ 

地域保健実習生  ０  ０  ０  １ 

【表１２－２ 修学資金貸与状況】  単位：人 

 Ｈ２６ Ｈ２７ 

申込者 ２１ １０ 

貸与決定者  ８  ３ 

貸与継続者  ６  ３ 

貸与修了者  ２  ０ 

う

ち 

法人就職者  １  － 

貸与辞退者  １  － 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

②事務職員の確保と専門性の向上 

法人事務職員の採用等による専

門職化、診療情報管理士などの専門

資格の取得、研修の充実や委託職員

の質的向上等により、事務職員の資

質向上を図りながら、事務部内のマ

ネジメント力の強化に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）医療サービスの効果的な提供 

①地域連携の推進 

庄内地域における中核的な医療

機関としての役割を果たすため、紹

介・逆紹介の推進を図るなど、地域

の医療機関との連携を一層強化し、

地域医療情報ネットワーク等を活

用した診療情報の共有化による医

療連携の推進や地域連携クリティ

カルパスの活用などにより、一貫し

た治療計画に基づき安心・安全な医

療サービスの効果的な提供に努め

ること。 

また、退院時における地域の介

護・福祉施設等との連携を強化し、

地域住民に対し、医療・介護・福祉

へと切れ目のないサービスの提供

ができるように努めること。 

 

 

 

 

 

 

②事務職員の確保と専門性の向上 

・病院経営機能の強化を図るため、事務職員について、プロ

パー職員の採用等を段階的に進め、研修の充実等による専

門的知識の習得を図る。 

・診療情報管理士など専門職種の配置、取得に努めるととも

に委託職員の資質向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）医療サービスの効果的な提供 

①地域連携の推進 

・庄内地域における中核的な医療機関としての役割を果たす

とともに、他の医療機関との役割分担と連携を強化し、地

域医療機関との紹介率・逆紹介率の向上や、地域連携クリ

ティカルパスの整備、普及等に取り組む。 

・地域包括支援センターや地域の介護・福祉機関との連携を

強化し、介護・福祉機関への患者情報の積極的な提供や、

退院時カンファレンスの取組みの強化等により、医療から

介護・福祉へと切れ目のないサービス提供ができるように

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事務職員の確保と専門性の向上 

○プロパー事務職員を計画的に採用し、病院経営機能の強化を図った。 

○医療法人健友会本間病院及び庄内医療生活協同組合鶴岡協立病院の事務職員と合同活動発表会を開

催し、事務職員の知識の習得と専門性の向上を図った。（平成２５、２６年度） 

○今後の医療政策のあり方について考察を深めるため、政策研究大学院大学（修士課程）に事務職員

１名を派遣した。（平成２６年度） 

○診療情報管理士７名を確保し、そのうち３名については、臨時職員を雇用期限の定めのないスタッ

フ職員として採用し、専門性の向上を図った。 

【表１３ プロパー事務職員採用状況】            単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

採用人数 ７ ２ ４０ ２ 

（うちスタッフ職員） － － （２８） （０） 

 

（３）医療サービスの効果的な提供 

①地域連携の推進 

○日本海総合病院は、地域医療連携体制の推進により、平成２４年１１月に地域医療支援病院の指定

を受けた。 

○他の医療機関との役割分担と連携強化を図るため、「診療のご案内」（冊子）を作成し、県内及び秋

田県・新潟県の一部の病院、診療所に配布した。 

○日本海総合病院は、山形県立こころの医療センターと「医療連携及び緊急時の患者搬送措置に関す

る覚書」及び「医療観察保護法対象者の入院受入協定」を締結した。（平成２６年度） 

○地域包括支援センターや地域の介護・福祉機関との連携を強化し、介護・福祉機関への患者情報の

積極的な提供や、退院時カンファレンスの取組みの強化等により、医療から介護・福祉へと切れ目

のないサービス提供ができるように努めた。 

【表１４－１ 紹介率・逆紹介率（通期）】    単位：％ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

紹 介 率 ６１．５ ６２．２ ４７．２ ５２．７ 

逆紹介率 ４５．２ ４７．２ ６７．５ ７７．８ 

※地域医療支援病院における算出方法による。（歯科口腔外科を含む。） 

【表１４－２ 指導件数】                   

（日本海総合病院）                         単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

退院時共同指導  ５７件  ５３件  ７３件  ６８件 

介護支援連携指導 ６６０件 ７７５件 ７９５件 ８７７件 

（酒田医療センター）                                                単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

介護支援連携指導  ３８件  ３２件 ４１件  ５８件 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

②ＩＴネットワークの活用 

地域の医療機関、介護・福祉施設

等との医療情報の共有化をさらに

推進するとともに、地域、医療圏な

どを越えた広域的な医療連携の推

進に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域連携クリティカルパスの活

用 

５大がん（肺がん・胃がん・肝が

ん・大腸がん・乳がん）、脳卒中、

急性心筋梗塞、糖尿病などのパスの

作成と運用を推進し、効率的かつ一

貫した質の高い医療の提供に努め

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＩＴネットワークの活用（「ちょうかいネット」の活用推

進） 

・平成２３年度からインターネットを利用して日本海総合病

院の電子カルテ情報（診療録、処方、注射、検査、画像、

サマリーなど）を地域内の病院、一般診療所、歯科診療所、

薬局、介護・福祉施設などで閲覧できるようにし、また、

ファイル化された診療情報を病院や診療所等の相互間で

送受信できるシステム（「ちょうかいネット」）について、

利用する医療機関等の拡大を図る。 

・がん、脳卒中、心筋梗塞などの地域連携クリティカルパス

についても「ちょうかいネット」を活用した運用を行なう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域連携クリティカルパスの活用 

・５大がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病などについて効

果的な医療を提供し、患者負担の軽減にも寄与するため、

クリティカルパスの作成及び適用を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＩＴネットワークの活用（「ちょうかいネット」の活用推進） 

○平成２３年４月から稼働した「ちょうかいネット」について、利用する医療機関等の拡大を図った。 

○「５大がん」及び「大腿骨頚部骨折」の地域連携クリティカルパスについても、「ちょうかいネット」

を活用した運用を行った。 

【表１５ ちょうかいネット利用状況 】         ※各年度末現在 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

病院 １５施設 １６施設 １７施設 ２０施設 

医科診療所 ５３施設 ６１施設 ６２施設 ６３施設 

歯科診療所 ６施設 ９施設 １４施設 １５施設 

調剤薬局 １１施設 １３施設 １３施設 １７施設 

介護老人保健施設 ４施設 ５施設 ６施設 ７施設 

訪問看護ステーション ２施設 ３施設 ３施設 ５施設 

介護事業所 ０施設 １施設 ２９施設 ３１施設 

その他 １施設 １施設 １施設 ２施設 

利用施設 合計 ９２施設 １０９施設 １４５施設 １６０施設 

延登録患者数（人） ６，６６９ １１，３３５ １５，８２８ ２０，８１７ 

 

 

③地域連携クリティカルパスの活用 

○「５大がん」及び「大腿骨頚部骨折」の地域連携クリティカルパスの適用件数の増加に努め、新た

に、脳卒中（平成２４年度）、前立腺がん（平成２６年度）の地域連携クリティカルパスを稼働した。 

○病診連携を考慮した、心臓リハビリテーションクリティカルパスの運用を開始した。（平成２６年度） 

【表１６ 地域連携クリティカルパス適用件数】      単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

肺 が ん ０ ０    ０    ０ 

大 腸 が ん １３ １９   ２１   １５ 

肝 が ん ０ ０    ０    ０ 

乳 が ん ２４ １８   １４   １７ 

胃 が ん ９ ２７   １９   ２４ 

大腿骨頚部骨折 １０５ １１８  １４４  １１０ 

脳 卒 中 ９２ ２９０  ２４６  ２２６ 

心臓ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ   ８７ １１２ 

前 立 腺 が ん    １７  ４８ 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

（４）教育研修事業の充実 

①庄内地域における医療水準の向

上 

山形大学、東北大学、県立保健医

療大学、県立病院などと連携し、庄

内地域の中核的な医療機関として、

質の高い医療従事者を育成し、庄内

地域における医療水準の向上に寄

与するよう努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）教育研修事業の充実 

①庄内地域における医療水準の向上 

・地域の中核的な医療機関として、山形大学、東北大学、県

立保健医療大学、県立病院などとの人材交流や研修を通し

て質の高い医療従事者の育成を推進し、庄内地域における

医療水準の向上を進める。 

・平成２３年度から日本海総合病院内に開設された山形大学

医学部先端分子疫学研究所酒田分室の研究支援体制を継

続するとともに、同大学医学部との共同研究等の推進に努

める。 

・医師の負担の軽減により、医師確保と定着化を促進するた

め、短時間正職員制度など多様な勤務形態の導入を検討す

るとともに、医師事務作業補助者（以下「医療クラーク」

という。）など医師を支援する職種の活用を推進する。 

・酒田市立看護専門学校の実習施設として継続して協力する

とともに、同校の教員部門を当法人が担うことから、その

看護教員の計画的な養成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）教育研修事業の充実 

①庄内地域における医療水準の向上 

○日本海総合病院は、地域の中核的な医療機関として、山形大学・東北大学を中心に人材交流を行い、

医療水準の向上に努めた。 

○庄内地域で唯一の認知症疾患医療センターとして、庄内地区の医療従事者、自治体の高齢者事業担

当者及び地域包括支援センター相談担当者を対象に講演会を実施し連携強化を図った。 

○酒田地区医師会後援のもと、地域の循環器診療のレベルアップ並びにチーム医療及び地域連携の充

実を図るため「循環器連携セミナー」を開催した。（平成２５年度～） 

○平成２３年度から日本海総合病院に開設されている「山形大学医学部先端分子疫学研究所酒田分室」

について、研究支援体制を継続するとともに、平成２５年１月には、同研究所とともに市民公開講

座を開催した。 

○医師のライフスタイルに応じた多様な働き方を実現し、医師確保及び定着を図るため、要綱等の整

備を行い、平成２５年４月から短時間正職員制度を導入した。 

○医師の負担軽減を図るため、引続き各病棟等に医療クラークを配置した。 

○日本海総合病院は、酒田市立酒田看護専門学校及びその他の看護専門学校の実習施設としての役割

を果たし、看護学生を受け入れた。また、平成２５年度に看護師２名、平成２７年度に看護師１名

を看護教員として育成した。 

【表１７－１ 山形大学医学部先端分子疫学研究所酒田分室と開催した市民公開講座】 

実施日時等 事  業  内  容 備 考 

H25.1.19 

日本海総合病

院 講堂 

「知って得する！？ 生活習慣病予防の話」 

第１部「生活習慣病について知ろう」 

山形大学医学部 准教授 成松 宏人 先生 

第２部「生活習慣病と運動について」 

    日本海総合病院 リハビリテーション室 

   佐藤克実 主任理学療法士 

「食べて防ごう！生活習慣病」 

    日本海総合病院 栄養管理室 

高橋瑞保 主任管理栄養士 

111 名参加 

【表１７－２ 短時間正職員制度活用状況】   単位：人 

 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

制度活用医師数 ３    １    １ 

【表１７－３ 医療クラークの配置数】           単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

医療クラーク配置数 ５９ ５４   ５２ ６０ 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

②住民意識の啓発活動 

地域住民を対象としたセミナー、

広報などを積極的に行い、住民の医

療や健康に対する意識の啓発に努

めること。  

 

 

 

２ 患者・住民サービスの一層の向

上 

来院から診療、会計に至る全ての

サービスについて、待ち時間の短縮

等、患者の利便性の向上に努めるこ

と。 

また、サービスの向上に当たって

は、患者・住民の意見を取り入れる

仕組みづくりや、住民に病院の役割

機能や実績などを理解してもらう

ための取組みも積極的に行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②住民の意識の啓発 

・地域住民を対象としたセミナー、病院広報紙などの発行を

積極的に行い、住民の医療や健康に対する意識の啓発に努

める。 

・他の機関が行う地域の医療従事者や住民に対するセミナー

等への講師派遣についても積極的に行う。  

 

 

３ 患者・住民サービスの一層の向上 

・日本海総合病院においては、外来診療の待ち時間調査を実

施し、実態や患者ニーズを把握しながら、患者の利便性の

向上に努める。 

・患者、利用者の意見・要望等を聞く投書箱を今後も設置し、

一層のサービス向上と業務改善の取り組みを進める。 

・日本海総合病院においては、既存棟である外来棟や東西病

棟を中心に、外来待合室、診察室、病室、デイルーム、廊

下、トイレ、洗面、その他の設備などの改修・補修に取り

組み、快適な院内環境の整備に努める。 

・日本海総合病院においては、外来患者等の来院状況等を勘

案し、患者用駐車場の拡張について検討、実施する。 

・地域住民に対する医療セミナーの開催など、患者・住民の

目線に立ったサービスの向上の取組みを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②住民意識の啓発 

○地域がん診療連携拠点病院として、地域住民を対象に市民公開講座を開催し、健康に対する意識の

啓発活動を行った。 

○病院広報誌「あきほ」の発行部数を、平成２６年度から２,５００部から２,７００部に増刷し、年

４回継続して発行した。 

○他の医療機関が行う地域の医療従事者や住民を対象としたセミナーに積極的に講師を派遣した。 

 

 

３ 患者・住民サービスの一層の向上 

○平成２７年度に、待ち時間の長かった検査部門に採血採尿受付システムを導入し、受付から採血終

了までの患者一人あたりの平均待ち時間を約７分短縮させた。 

○投書箱「患者様の声」の院内掲示及び病院ボランティアとの意見交換を行い、患者及び住民の目線

に立ったサービスの向上に取り組んだ。 

○平成２６年度に患者満足度向上委員会を立ち上げ、患者満足度アンケートを実施して、患者ニーズ

の把握に努めた。 

○設備等の改修補修を行い、快適な院内環境の整備を図った。 

○身体障害者用駐車枠が不足しているため１０台分増設した。（平成２５年度） 

【表１８ 設備の改修補修実績】 

 改修補修内容・場所 

外来診察室扉改修 ・診察室のドア２３か所を開き戸から引き戸に改修 

H24 脳神経外科、精神科、小児科      計 4 か所 

H25 整形外科、皮膚科、形成外科      計６か所 

H26 内科、循環器内科           計６か所 

H27 小児科、歯科・口腔外科、精神科、眼科 計７か所 

床改修工事 H24 理学療法室及び廊下 

H25 外来待合ホール１階東側 

H26 外来待合ホール１階西側 

H27 外来待合ホール２階 

風除室設置工事 H25 正面玄関に風除室を設置 

病室改修工事 H24 ５・６階病棟のカーテン更新 

H26 既存棟個室（重症室を含む。）７６室の内壁改修 

H27 ４・５階既存棟特別室４室のユニットバス・キッチン改修 

エントランスホール

改修工事 

H25 山形県の補助事業を活用し有機ＥＬ照明を３台設置 

H27 プライバシーに配慮した個室（問診・入院説明）ブース、 

  「医療・福祉センター」を設置 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

３ 法令等の遵守と情報公開の推

進 

法令を遵守するとともに、高い倫

理観をもち、患者が安心して医療を

受けられるよう配慮すること。 

また、インフォームド・コンセン

トの一層の充実や、カルテ・レセプ

ト等医療情報の適切な情報開示・情

報発信を進め、患者及び住民の信頼

向上に努めること。 

さらに、情報セキュリティ対策の

強化に努めること。 

 

 

 

 

４ 医療安全対策の充実・強化 

日常の医療活動を一層的確かつ

安全に実施するために、医療安全管

理を統括、監督する体制を強化し、

医療事故の報告の有無に関わらず、

定期的に病院内の各部門に対し安

全管理に必要な事項を調査すると

ともに対策を立案し、各部門に対

し、適切な助言、指導等に努めるこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 法令等の遵守と情報公開の推進 

・法令等に基づき、医療従事者としての行動規範、倫理等に

ついて規則化し、所要の研修を行う。 

・医療情報のセキュリティ対策の向上に努めるとともに職

員、委託職員を含めた院内研修を実施する。 

・インフォームド・コンセントを徹底するほか、カルテ・レ

セプト等医療情報の情報開示については、山形県情報公開

条例及び個人情報保護条例の適用のもとに、県の機関に準

じて適切に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 医療安全対策の充実・強化 

・安全・安心な医療を提供するための安全管理体制を整備 

し、インシデントのレポート収集、分析とリスク回避の方

策の周知を進めるため、院内研修会の開催や定期的な院内

広報の発行など、患者安全管理体制の推進・強化に努める。 

・アクシデントが発生した場合は、迅速に対応するとともに、

速やかに報告書を作成し、医療安全管理者に報告する。医

療安全管理者は各部署の患者安全推進者と連携し、事故の

分析を行い、適切な再発防止策を講じ、医療安全の向上に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 法令等の遵守と情報公開の推進 

○平成２４年度に、「基本理念」「倫理綱領」「運営方針」を定め、職員研修の場で周知を図るとともに、

「病院概要」や「診療のご案内」、また、ホームページ等も活用し、広く住民にもＰＲした。 

○医療情報のセキュリティ強化のため、定期的に電子カルテへのアクセス監視を行うとともに、全職

員及び総合医療情報システムを使用する委託業者を対象にセキュリティ研修を行った。また、「ちょ

うかいネット」等を利用している医療機関に対し、情報セキュリティ研修を行い、情報セキュリテ

ィ対策に努めた。 

○インフォームド・コンセントを徹底するほか、カルテ等医療情報の情報開示については、山形県情

報公開条例及び個人情報保護条例の適用のもとに、県の機関に準じて行った。 

【表１９ 診療情報提供申出件数】             単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 ４９ ７０   ６４   ７４ 

酒田医療センター ７ ２    ２    ３ 

 

 

５ 医療安全対策の充実・強化 

○安全管理体制の推進・強化を図るため、引き続き、医療安全対策委員会が中心となって活動を行っ

た。 

○医療安全管理者を中心に、各部署の医療安全推進者（リスクマネージャー）と連携し、安全・安心

な医療を提供するために情報の共有及び周知徹底を図った。 

【表２０ 医療安全対策委員会活動状況】 

 研  修  内  容  等 参加人数 

Ｈ２４ 
「医療安全活動の成果と課題」 

「安全を守る為の職員間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」 

１３８名 

１３１名 

Ｈ２５ 
「報告・連絡のためのＳＢＡＲ」 

「各部署の取り組み発表」 

１０５名 

 ８１名 

Ｈ２６ 
「医師が語る事例から学ぶリスクマネジメント」 

「各部門の取り組み発表」 

２５８名 

１４２名 

Ｈ２７ 

「睡眠薬の適正指導」 

「医療事故調査制度」講演会 

「当院インシデント事例より学ぶ～コメディカル

からの発信」 

１８７名 

２１４名 

２３１名 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

第３ 業務運営の改善及び効率化

に関する事項 

１ 弾力的な運営体制の確立 

中期目標、中期計画及び年度計画

に掲げる目標を達成するための弾

力的かつ効率的・効果的な業務運営

体制を確立すること。 

 

 

 

２ 診療体制、人員配置の弾力的運

用 

医療需要の変化等に迅速かつ的

確に対応し、医療従事者の配置を弾

力的に行うこと。 

また、必要に応じ常勤以外の雇用

形態を取り入れることなどにより

多様な職種の活用を図り、効率的な

業務運営に努めること。 

さらに医師をはじめ各職種の負

担軽減を図るため、医師事務作業補

助者や看護補助者などの積極的な

活用に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成する

ためとるべき措置 

１ 弾力的な運営体制の継続 

・中期目標に基づく中期計画及び年度計画に掲げる目標を達

成するため、効率的・効果的な業務運営体制を継続する。 

・予算執行については、年度間・科目間で弾力的な運用がで

きる会計制度を継続し効率的・効果的な執行を行う。 

 

 

 

２ 診療体制、人員配置の弾力的運用 

・医療需要の変化に迅速に対応するため、運営する２病院間

の人事交流を含め、医療従事者等の弾力的な配置を行う。 

・短時間勤務正職員制度の検討など多様な雇用形態について

検討を行う。 

・引き続き医師はじめ職員の負担軽減を図るため、医療クラ

ークや看護補助者等の積極的な活用を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 

１ 弾力的な運営体制の継続 

○業務改善委員会を継続して設置し、病院業務における各部門間の調整を図ることで、スピーディな

業務調整と事業実施を行った。 

○平成２６年度から、新たに経営会議を立上げて、患者動態や経営指標等に基づいた多様な経営課題

等について協議し、決定事項を迅速に事業化する等、効率的で効果的な予算執行を行った。 

 

 

２ 診療体制、人員配置の弾力的運用 

○（再掲）医師のライフスタイルに応じた多様な働き方を実現し、医師確保及び定着を図るため、要

綱等の整備を行い、平成２５年４月から短時間正職員制度を導入した。 

○（再掲）医師の負担軽減を図るため、引続き各病棟等に医療クラークを配置した。 

○看護師の負担軽減を図るため、引き続き看護補助者及び事務補助者を配置した。 

○臨時職員のなかで業務遂行能力が高く長期就業意欲を有する者を期限の定めのない雇用に転換する

「スタッフ職員制度」を創設し、４７名の臨時職員をスタッフ職員として登用した。 

【表２１－１ 補助者の配置状況】             単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 
看 護 

補助者 

事 務 

補助者 

看 護 

補助者 

事 務 

補助者 

看 護 

補助者 
事 務 

補助者 
看 護 

補助者 
事 務 

補助者 

病 棟 ６６ １４ ６７ １６ ６４ １２ ６０ １２ 

その他 １８  ８ ２０ １１ ２２ １８ ２０ １８ 

合 計 ８４ ２２ ８７ ２７ ８６ ３０ ８０ ３０ 

【表２１－２ スタッフ職員登用状況】 

職 種 合格者数 職 種 合格者数 職 種 合格者数 

看護師 ３名 看護ｸﾗｰｸ ７名 主事 ６名 

准看護師 １名 薬剤ｸﾗｰｸ ５名 秘書 ２名 

臨床検査技師 １名 検査ｸﾗｰｸ １名 司書 １名 

診療情報管理士 ２名 事務ｸﾗｰｸ ６名 巡視員 １名 

ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ １名 医事ｸﾗｰｸ １０名 合計 ４７名 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

３ 経営基盤の安定化 

（１） 収入の確保 

安定した経営を維持するため、住

民の医療ニーズに応えつつ、営業収

益の確保を図るため、国の医療制度

改革や診療報酬改定等に、速やかに

対応するための取組みを行うこと。 

また、病床利用率や平均在院日数

等においては、引き続き患者動向や

診療体制等を見据え、数値目標を設

定し、その達成を図ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 経営基盤の安定化 

（１）収入の確保 

病床利用率については、以下のとおりの標準的な目標値を

設定し、病床回転率、看護体制等を勘案して、効果的な病床

管理を徹底する。 

 

◆病床利用率に係る標準的な目標値 

 平成23年

度（見込） 

平成 24 年度 

 

平成 25～27

年度 

日本海総合病院 
84.8％ 

（646 床） 

81％～85％ 

（646 床） 

81％～85％

(646 床) 

日本海総合病院 

酒田医療ｾﾝﾀｰ 

57.5％ 

（114 床） 

61％～65％ 

（114 床） 

90％～94％ 

(114 床) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 経営基盤の安定化 

（１）収入の確保 

○各病院の病床利用率等は次のとおりであった。 

【表２２－１ 病床利用率】                    単位：％ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 
８４．７ 

(６４６床) 

８１．７ 

(６４６床) 

８０．６ 

(６３０床) 

８２．６ 

(６３０床) 

酒田医療センター 
７７．４ 

(７９床) 

８６．７ 

(７９床) 

８２．３ 

(１１４床) 

８５．０ 

(１１４床) 

※日本海総合病院は平成２６年度から６３０床で運用 

※酒田医療センターは平成２６年度から１１４床 

【表２２－２ 病床回転率】                    単位：％ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 ２６０．０ ２６４．５ ２６６．８ ２６０．７ 

酒田医療センター ５２．５ ５８．６ ５３．９ ４９．５ 

  ※病床回転率＝平均在院日数/実診療日数×100 

【表２２－３ 延べ入院患者数】                  単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 １９９，６７３ １９２，６４１ １８５，２７３ １９０，４５８ 

酒田医療センター ２４，３５２ ２４，９９６ ３４，２３７ ３５，４８６ 

【表２２－４ 平均在院日数】                   単位：日 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 １１．７ １１．５ １１．４ １１．７ 

酒田医療センター ５７．９ ５１．９ ５６．４ ６１．６ 

【表２２－５ 入院診療単価】                   単位：円 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 ５６，５１０ ５９，５１０ ６１，０１２ ６２，９９０ 

酒田医療センター ２１，３４７ ２２，９８２ ２４，１０１ ２６，５５５ 

【表２２－６ 延べ外来患者数】                  単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 ３３７，０２３ ３３７，９０４ ３３３，２４９ ３４０，８２３ 

酒田医療センター ５８８ ７３１ ８２８ ８１０ 

【表２２－７ 外来診療単価】                   単位：円 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 １１，７４１ １２，４４７ １３，０５５ １４，７１３ 

酒田医療センター ３，２６１ ３，４４８ ３，０６７ ３，５７４ 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 費用の抑制 

効率的な病院運営を行うため、必

要な費用を適切に見積もるととも

に、人件費や経費などについて、具

体的な数値目標を設定し、その達成

を図ること。 

特に人件費については、全国自治

体病院の黒字病院の人件費率を参

考に目標を定めること。 

 

 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事

項 

「第３ 業務運営の改善及び効

率化に関する事項」で定めた事項に

配慮した中期計画及び年次計画を

作成し、これに基づき病院を運営す

ることにより、中期目標期間の各年

度において経常収支比率100％以上

を達成すること。 

また、安定した経営を続けるた

め、経営基盤を強化し、目標期間内

の各年度において資金収支の均衡

を達成すること。 

 

 

（２）医療機器の稼動率 

・ＭＲＩやＣＴなどの医療機器の稼働率については、平成 22

年度の水準の稼働率を維持する。また、地域連携の視点だ

けでなく、医療機器の有効活用の視点からも、一部の医療

機器については、開業医等からの受託検診等を推進する。 

・ＰＥＴ-ＣＴについては、1日あたり５～６人の利用を見込

む。 

 

 

 

４ 財務内容の改善に関する事項 

人件費、材料費については、その節減に努め、中期計画期

間中においては、退職手当引当金を除く人件費等の対医業収

益比率が、平成２１年度における全国の５００床以上の黒字

の公立病院の平均値を上回らないことを目標とする。 

 

＜参考＞500床以上の全国の黒字公立病院の対医業収益比率 

（平成21年度） 

人件費 49.2％（退職手当引当金を除く） 

材料費 27.6％ 

       

 

 

第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金

計画 

「第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成

するためにとるべき措置」を着実に実行することにより、中

期計画期間中、毎年度、経常収支比率１００％以上を達成す

る。 

 

 

第５ 短期借入金の限度額 

 

１ 限度額  ４，０００百万円 

 

２ 想定される短期借入金の発生理由 

賞与の支給等による一時的な資金不足への対応 

（２）医療機器の稼動率 

○主な医療機器の稼働状況は次のとおりであった。 

【表２３ 医療機器稼働状況】               単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

ＰＥＴ／ＣＴ ４４２ ８１１    ８１９ ９７５ 

Ｍ Ｒ Ｉ ８，８１６ ８，７２１   ８，４７９ ８，８４０ 

Ｃ   Ｔ ２６，６８４ ２６，４０９ ２６，００５ ２７，５８８ 

 

 

４ 財務内容の改善に関する事項 

○人件費・材料費について、平成２１年度における全国の５００床以上の黒字の公立病院の平均値を

超えない目標を達成した。 

【表２４ 人件費・材料費率（法人計）】          単位：％ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

人件費率 ４６．３ ４６．３ ４８．４ ４６．３ 

材料費率 ２３．１ ２３．５ ２３．１ ２４．５ 

  

 

 

 

 

 

第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

○中期計画期間中、毎年度、経常収支比率１００％以上を達成した。 

【表２５ 経常収支比率（法人計）】            単位：％ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

経常収支費率 １０４．７ １０４．８ １０２．６ １０４．４ 

 

 

 

第５ 短期借入金の限度額 

 

○実績なし 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするとき

は、その計画 

 

 なし 

 

 

第７ 剰余金の使途 

 

 決算において剰余を生じた場合は、病院施設の整備・修繕、

医療機器の購入等に充てる。 

 

 

 

 

 

 

第８ 料金に関する事項 

 

１ 使用料及び手数料 

（略） 

 

２ 使用料及び手数料の減免 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

 

○実績なし 

 

 

 

第７ 剰余金の使途 

 

○毎年度の決算剰余金については、建設改良積立金に充当して将来の施設整備及び医療機器の整備に

備えた。 

【表２６ 積立額（法人計）】                     単位：円 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 計 

建設改良積立金 451,090,022 651,510,520 453,135,976 809,990,245 2,365,726,763 

 

 

第８ 料金に関する事項 

 

１ 使用料及び手数料 

 

 

２ 使用料及び手数料の減免 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

第５ その他業務運営に関する重

要事項 

 

１ 人事に関する事項 

地域住民の医療ニーズの変化に

応え、高度な専門知識と技術に支え

られた安心で良質な医療を提供す

るとともに、専門的ノウハウを法人

に蓄積するため、医師等の医療従事

者や専門スタッフを適切に配置す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 職員の就労環境の整備 

専門的能力の十分な活用を図り、

効果的な病院運営を行うため、職員

の事情に応じてその能力を発揮で

きるような柔軟かつ多様な勤務形

態を取り入れるとともに、業務の見

直しを図りながら職員の就労環境

を整備すること。 

 

 

 

第９ その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事

項 

 

１ 人事に関する事項 

・地域の中核となる医療機関として、地域住民の医療ニーズ

の変化に応え、高度な専門知識と技術に支えられた良質で

安全な医療を提供するため、医師等の医療従事者や専門家

など必要とされる優れた人材を採用していくとともに、適

材適所の人事に努めていく。 

・医療面はもとより経営面においても、専門的ノウハウを法

人に蓄積するため、継続性のある人事に努めていく。 

・人材の育成や能力開発を行うための研修を実施するととも

に、職員の業務を適切に評価し、かつ、透明性・公平性を

確保することのできる人事システムを確立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 職員の就労環境の整備に関する事項 

・専門的能力を十分に活用し、効果的な病院運営を行うため、

職員の事情に応じてその能力を発揮できるような柔軟な

勤務形態などを取り入れるとともに、職員の安全・安心に

配慮した病院運営を行う。 

・育児中の職員のために現在の院内保育所の２４時間対応や

病時・病後児保育を継続するなど、職員の就労環境の改善

に努める。 

 

 

 

第９ その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

 

１ 人事に関する事項 

○採用については全て試験採用とし、優秀な人材確保に努め、４月１日採用のほかに年度途中採用な

ど、弾力的な職員採用を行った。 

○医療現場のニーズに合わせた多彩な職種の採用を行った。 

【表２７ 職員の採用実績】                 単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 計 

看護師 ５２ ４２ ３７ ２９ １５９ 

薬剤師 ２ ０ ２ １ ５ 

診療放射線技師 ３ ２ １ １ ７ 

臨床検査技師 ２ ０ ２ １ ５ 

理学療法士 ５ ４ ４ ５ １８ 

作業療法士 ２ ２ ２ ２ ８ 

言語聴覚士 １ ３ ２ １ ７ 

臨床工学技士 ０ ３ ２ ０ ５ 

視能訓練士 ３ ０ ０ ０ ３ 

栄養管理士 ２ １ １ １ ５ 

社会福祉士 １ ０ ０ ０ １ 

事務職 ７ ２ １２ ２ ２３ 

介護士 ０ ５ １３ ０ １８ 

計 ８０ ６４ ７８ ４３ ２６５ 

  ※スタッフ職員を除く。（スタッフ職員は表２１－２参照） 

 

 

２ 職員の就労環境の整備 

○（再掲）医師のライフスタイルに応じた多様な働き方を実現し、医師確保及び定着を図るため、要

綱等の整備を行い、平成２５年４月から短時間正職員制度を導入した。 

○「あきほ保育園」では、年末・年始の休所日を除き、２４時間保育を実施した。 

○病児・病後児保育事業を引続き酒田市から受託し、当該事業を活用し職員等の子育て支援を行った。 

【表２８ 病児・病後児保育事業延べ利用者数】        単位：人 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ利用者数 ３０４ ２３３ ２９１ ２６３ 

(うち職員利用者数) （８５） （１０４） （１０５） （９６） 

 

 

 



 - 22 - 

第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

３ 医療機器・施設整備に関する事

項 

医療機器・施設整備については、

費用対効果、地域の医療需要、他機

関との機能分担、医療技術の進展な

どを総合的に判断して実施するこ

と。 

特に、高額な医療機器等の更新及

び整備については、償還等の負担を

十分に考慮し、中長期的な施設設備

の投資計画（整備計画）を作成のう

え、計画的に行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 医療機器及び施設整備に関する事項 

本中期計画期間中における医療機器・施設整備に関する総

投資額については、以下のとおりとする。 

なお、医療機器・施設整備に当たっては、費用対効果、地

域住民の医療需要、医療技術の進展などを総合的に判断して

着実に実施することとする。 

また、高額な医療機器等の更新及び整備については、償還

等の負担を十分に考慮し計画的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他法人の業務運営に関する事項 

・自然環境にやさしい病院づくりのため、ソーラーパネルの

設置等の検討を行う。 

・人間ドック機能については、財団法人山形県結核成人病予

防協会や診療所等との連携、機能分担について検討し、地

域の検診体制の強化・連携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 医療機器・施設整備に関する事項 

○費用対効果、医療需要、医療技術の進展、財務状況などを総合的に判断し、医療機器・施設整備を

行った。 

【表２９ 施設・医療機器整備状況】              単位：百万円 

病院名 区分 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海 

総 合 

病 院 

医療機器整備 ７２０ １，４２４ ６５０ ５５４ 

その他（改修工事等） ２２５ ３８３ １２２ ９８ 

計 ９４５ １，８０７ ７７２ ６５２ 

酒田医

療セン

ター 

医療機器整備 ９３ １９ ０ １７ 

その他（改修工事等） ７７８ １７４ ０ ０ 

計 ８７１ １９３ ０ １７ 

 

計 

医療機器整備 ８１３ １，４４３ ６５０ ５７１ 

その他（改修工事等） １，００３ ５５７ １２２ ９８ 

計 １，８１６ ２，０００ ７７２ ６６９ 

 

 

４ その他法人の業務運営に関する事項 

○日本海総合病院において、省電力化を図るため、蛍光灯をＬＥＤ照明に順次更新した。 

○日本海総合病院では,酒田市が実施した「内視鏡ドック（ＰＥＴ検診含む。）」のうち上・下部内視鏡、

胸部ＣＴ及びＰＥＴ／ＣＴを担った。 

【表３０－１ ＬＥＤ照明更新状況】             単位：本 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

更新本数 － ２，０００  ８２８ ２，２３８ 

【表３０－２ 内視鏡ドックの実施状況】           単位：件 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

上部内視鏡 １３８ １４３ １４２ １２２ 

下部内視鏡 １３８ １４３ １４２ １２１ 

胸部ＣＴ １３９ １４３ １４２ １２３ 

ＰＥＴ／ＣＴ － １０５ ４９ ５２ 
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第２期中期目標 第２期中期計画 事 業 実 績 

４ 法人が負担する債務の償還に

関する事項 

山形県及び酒田市に対し、地方独立

行政法人法第 66 条第１項に規定す

る地方債のうち、法人の成立の日ま

でに償還されていないものに相当

する額の債務及び同法第 41 条第５

項の借入金債務を負担すること。ま

た、その債務の処理を確実に行うこ

と。 

５ 法人が負担する債務の償還に関する事項 

山形県・酒田市病院機構は、山形県及び酒田市に対して負

担する債務の元利償還を確実に行う。 

 

 

 

 

 

 

６ 積立金の使途 

前期中期目標期間の繰越積立金については、施設の整備、

医療機器の購入等に充てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 法人が負担する債務の償還に関する事項 

○山形県及び酒田市に対して、債務の元利償還を確実に行った。 

【表３１ 第２期中期目標期間中の償還状況（法人計）】  単位：百万円 

区分 
償還額（元金及び利子） 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 計 

移行前地方債 １，５３７ １，４６８ １，４５０ １，４４７ ５，９０２ 

長期借入金 ５５０ ６２８ ６７７ ９６１ ２，８１６ 

 

 

６ 積立金の使途 

○第１期中期目標期間の繰越積立金については、施設整備及び医療機器の購入に充てた。 

【表３２ 積立金取崩状況（法人計）】             単位：円 

 
項目 取得金額（税抜） 

Ｈ24 

感染症室整備 ２７，５００，０００ 

心臓超音波診断装置 ２４，５８０，０００ 

医療画像情報システム ７６，９８０，０００ 

内視鏡システム ２１，８００，０００ 

硝子体手術装置 １９，０００，０００ 

泌尿器科Ｘ線ＴＶ装置 ２１，９００，０００ 

Ｈ25 

日本海総合病院単身医師用宿舎建設（Ｈ24～25） ２７３，８１７，０００ 

ハイブリッド手術室 ６６，０００，０００ 

Ｈ26 

注射薬払出装置 ８１，８００，０００ 

注射薬払出装置導入に伴う調剤室改修工事 ８，０００，０００ 

Ｈ27 ＬＥＤ照明更新工事 ２，１４４，３８５ 

計 ６２３，５２１，３８５ 
 

 


